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　　　　　　　　　　課評
第16回　東京医科大学脈管研究会
日　　時：平成15年9月9日（火）
時　　間：午後5時30分～
場所：東京医科大学病院教育棟5階講堂
当番教室：外科学第五講座
特別講演：透析患者にみられる虚血肢に対する治療
　　　　　法と再生医学の応用
1．本学解剖学実習中に観察された脾腎シャント（splenor－
　enal　shunt）の1例
（解剖学第一講座）　　林　　省吾、宮木　孝昌、中村　陽市
　　　　　　　　　　飯村　　彰、寺山　隼人、伊藤　正裕
　脾静脈と左腎静脈間の吻合は、臨床的に寒冒シャントとし
て知られる門脈側副路であるが、実物標本による報告は比較
的まれである。今回我々2003年度系統解剖学実習において、肉
眼的に明瞭に全貌が観察できる1例を発見したので報告す
る。
　シャント血管は脾門部に始まり、いったん上方に向かった
後、蛇行しながら官爵間膜内を下行した。その後、後腹膜に
入った血管は更に大きく蛇行しながら左腎静脈に吻合した。
シャント血管のこの部位での直径は腎静脈径にほぼ等しかっ
た。
　この他に、脾静脈には、下腸間膜静脈、左胃静脈、左胃大網
静脈が流入していた。右記静脈は右胃動脈に伴行ずる大変細
い静脈として認められ、右胃大網静脈は上腸問膜静脈に合流
した。左腎静脈には腹大動脈の左側で2本の精巣静脈、左下横
隔静脈と左副腎静脈とが合流していた。
2．ABO血液型不適合　生体部分肝移植におけるPGE1持
　続肝動注の意義
（外科学第五講座）
　　　　　　　　　　今野　一誠、松野　直徒、中村　有紀
　　　　　　　　　　岩本　　整、窪田　貴子、田代　　浄
　　　　　　　　　　赤司　　勲、濱　耕一郎、鳴海　康方
　　　　　　　　　　岩堀　　徹、内山　正美、長尾　　桓
（八王子医療センター・消化器外科）　　　　　　葦沢　龍人
　脳死ドナーの少ない現況においてABO血液不適合肝移植
はドナー不足解決策の1つであるが、抗ドナー血液型抗体に
よる超急性拒絶反応（HAR）の克服など免疫学的側面で課題
も多く成績も不良である。我々はABO血液型不適合移植にお
けるHARに対して、プロスタグランディンEl（PGE1）を持
続的に肝動脈より投与するなどの工夫を行ったので報告す
る。
【症例】
　36歳男性。wilson病の診断にて生体部分肝移植目的で当科
紹介入院となる。血液型は、A型。64歳のB型の父をドナー
として肝移植を施行した。術前より血漿交換を行い、抗ドナー
血液型抗体価を8倍以下に低下させ、術中には脾摘とともに
固有肝動脈にカテーテルを留置し持続的にPGEIを注入し
た。術前より腎不全があり透析を行った。術後、出血傾向は遷
延し第10病日緊急開腹血腫除去術を行った。透析離脱ののち
第124病日に独歩退院となった。
3．下肢灼熱感を主訴とした腰椎椎間板ヘルニアの1例
（整形外科学講座）　　遠藤　健司、呉　　茂明、小坂　泰一
　　　　　　　　　　池上　仁志、西山　　誠、田中　　恵
　　　　　　　　　　駒形　正志、今給黎篤弘
　腰椎椎間板ヘルニアでは、下肢に冷感を伴うことが多い。し
かし、少数ではあるが熱感を伴う症例も存在する。今回我々
は、歩行及び長時間の下肢の下垂によって左足底部灼熱感が
出現し歩行困難となった腰椎椎間板ヘルニアの1例を経験し
たので報告する。
【症例】
　52歳、男性、主訴は、左足底部灼熱感で平成ll年3月頃よ
り、歩行中に左足底部の灼熱感及び左大腿前面のしびれ感が
出現した。整体にて加療施行するも症状改善せず、左足底部の
灼熱感のため、次第に接地が困難となった。平成12年6月」
　当院当科受診となった。MRIでL2／3に椎間板ヘルニアを認
めた。サーモグラフィーでは、安静時において、明らかな左右
差は見られなかったが、6分間歩行後で両足底部に明らかな高
温部を認め、特に左側に著明であった。左L3神経根症状の軽
減を主目的として手術を施行した。術前に見られた左足底部
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